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　本研 究は 、 CP児 の 視覚認知 に起 因する学習 の 困難 さに対する通 常学級教師の 気づ

きの 現状 を調査 し、これ を促す方略 を考 えるた め の 基礎 的な知見 を得る こ とを 目的と

した 。 研 究 1 で は 、小学校通 常学級 に在籍 する CP 児お よび非脳損傷タ イ プ の 肢体不

自由児 を担任す る教師を対象に、児童 の 教科学習の 困難 さに対す る気づ きに つ い て 、

質問紙調査 に よ っ て 明 らか に した 。 CP 児を担任する教 師は 、特 に視覚認知が強 く反

映され て い る と思われる項 目にお い て 、児童の 教科学習 の 困難さ に気づ きが ある こ と

が明 らかにな っ た 。 研究 2 で は 、 WISC −1皿の 結果や学習の 実態等か ら視覚認知に課題

がある と判 断され た児童に つ い て、当該児童の教科学習 の 困難さに対す る通常学級教

師の 気づ きを事例 的に検討 した 。 その 結果 、 引 き継ぎに 関わ る情報提供 とその 後の 継

続的支援が行 われ た こ とに よ り、 通常学級担任教師の 教科学習の 困難さへ の 気づ きが

よ り鮮明 とな り、そ の 背景要因 の 理解に もつ なが っ た 。

一
方で、情報提供のみ で は継

続的な支援 に つ なが らな い 場合が ある こ とも明 らか とな っ た 。 特別支援学校 （肢体不

自由）か らの 通常学級教 師支援に あた り、教師の 気づ きの 状態や水準 に応 じた支援方

略を検討して い く必要がある 。

キ ー ・ワ ー ド ：脳性 まひ　教師の 気づ き　視覚認知

1．は じめに

　2006年 6 月に 「学校教育法等の 一部 を改正す

る法律」 が公布 され 、 特別支援教育が 学校教 育

法に位置づ け られ た 。 同法第74条 は、盲 ・聾
・

養護学校 は 特別支援学校 P と して 、こ れ まで 培

っ て きた専 門性 に基づ き、通常学級に在籍する

障害の ある児童生徒 へ の 教育的支援を求め て い

る 。

　現在 、 特別支援学校 （肢体不 自由） に 在籍す

る 児童生徒の 障害 は、重度 ・重複化 して い る 。

こ の た め 、 教育課程の 類型で は、自立活動 を主

　＊ 筑波大 学大 学 院人 間総 合科学研究科

＊＊ 筑波大学附 属桐が ff一特別支援学校

＊ ＊ ＊

東京都立 武蔵台特別 支援学校

とする教育課 程の 対象 と なる 児童生徒が 増加

し、準ずる教育課程の 下で 学習す る児童生徒は

減少す る現状 にあ る
2 ℃

。 川間 （2004）は肢体不

自由養護学校 にお け る教科学習の 課題 と して、

対象者の 減少に起因す る適切 な学習集団の 確保

の 困難 さや 、 教 師の 教科指導に関 わる指導技術

の 不足 を指摘 して い る。

　一
方、通常学級 に 在籍する肢体不 自由児 は、

運 動 障害が 軽 度で ある こ とが 指摘 され て い る

（川間，1996）。脳性 まひ児の 場 合 、 運動障害が

軽度 で あ っ て も、言語 障害 、 視 覚障害、聴 覚

障害 など の 随伴障害を有すこ ともあ り、 障害

の 状態 は多様で ある 。 特 に 、 図地 の 関係 （fig−

ure −background　relationship ）や形 と余白の 関係

（forrn　and 　space 　relationship ） を正 常に弁別する
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こ とが困難で ある とい っ た視覚認知に 関わ る障

害が 指摘 され て きた （例えば中司，1967；山下 ・

斎藤 ，
1972）。 安藤 ・野戸 谷 ・任 ・小山 ・丹野 ・

原 ・松本 ・森 ・渡邉 （2006＞は、通常学級 にお

ける脳性 まひ児に つ い て、視覚認知の 課題 とそ

の こ とに起 因する教科学習の 困難さが存在する

可 能性を示唆 し、この 困難さに対す る担任教 師

の 気づ きに は個 人差があ る こ と を指摘 して い

る 。 しか しなが ら、 通常学級で脳性まひ児を担

当する 教師は 、教科学習に 困難 を もた らす要因

として 手 ・足 の 障害 を多 く挙げ、視覚認知の 障

害には あま り注目 して い ない こ とが 指摘 されて

い る （内藤，1981）。 こ の よ うに、通常学級 に在

籍する脳性 まひ児 には多様な背景を有する教科

学習の 困難 さが想定 され もの の 、視覚認知 の 障

害に起因する教科学習の 困難 さは、 可視性 にお

い て 運動障害ほ ど明確で な い た め 、通常学級教

師に とっ て気づ きに くい こ とが予想 される 。

　 学校教育法第74条 に規定 され る地域支援 は、

通常学校の 要請に応 じて行 うこ ととされ る 。 通

常学級教師が児童生徒 の 教科学習 の 困難 さ を感

じ、 要請を しなければ支援は行われ な い こ とか

ら、児童生徒 の 教科学習の 困難 さに対す る教師

の 気づ きが 地域 支援に お い て 重要 な視点 とな

る 。

　そ こ で 、 本研究で は脳性 まひ （Cerebral　Palsy，

以 下CP とす る ）児 を担任す る通常学級教師 を

対象に、教科学習 の 困難 さに対す る気づ きの 実

態を明 らか に し、 困難 の 背景要因の 理 解を促す

教師支援方略に 関わる基礎的資料 を得 る こ とを

目的 とする 。

　本研究は研究 1 と研究 2 に よ り構 成 した 。 研

究 1 で は 、 CP 児 の 教科学習 の 困難 さに対す る

通常学級教 師の 気づ きを、非脳損傷 タイ プ の 肢

体不 自由児 に対す るそ れ と比較 して 明 らか にす

る 。 研究 2 では、研 究 1 で 対象 と した教師が担

任する CP 児 の うち 、 教育現場 に お い て収集 し

うる様 々 な諸資料 か ら視覚認知 に課題が あ る と

判断した 2 事例に つ い て 、児童 の 教科学習 の 困

難 さに対す る通常学級教 師の 気づ きと理 解につ

い て 事例的に検討する 。

1　研究 1

　 1　 目　的

　 CP児 の 教科 学習の 困難 さに対 す る通常学級

教師の 気づ きに つ い て 、非脳損傷タイプの肢体

不 自由児 に対 す る場合 と比較 して 明 らか にす

る。

　 2　 方　法

　 （1）対象 ：小学校通常学級 に在籍する肢体不

自由児を担任する教師37名。

　今 回の 調査で 選定 した肢体不 自由児 は 、 医療

的な ニ ーズの た め に 病院 ・施設等に入所 し、そ

れに伴 い 隣接す る肢体不自由養護学校に在籍 し

た者で ある。

　 （2）調査項 目 ：郵送法に よる質問紙調査 を行

っ た 。 調査項 目は フ ェ イ ス シ
ー

ト、在籍児童の

学校生活の様子、教科学習に関する項 目か ら構

成 した 。

　 （3）項 目選定の 手続き ：国語 ・算数お よ び技

能教科 （体育，図工 ・家庭，音楽） を取 り上げ、

通常学級教 師に支援 を行 っ て い る肢体不 自由養

護学校教師 2名が作成 した 、 項 目の 作成に あた

っ て は 、 脳性 まひ児が 様 々 な要因か ら、 各教科

の 学習 にお い て 困難さを示す と指摘 されて きた

内容 （例 えば 青柳 ，
1972；文部省，1967；文部省 ，

1988）を参考に した （Table 　l）。 回答者は 「は

い 」、 「い い え」、 「どち らで もない 」か ら 1 つ を

選択す る こ とが求め られ た 。

　 （4）調査期間 ：2006年11月

　 3　 結果 と考察

　 （1） 回答者の プロ フ ィ
ール ：37名中31名か ら

回答が 得 られ た （回収 率83．8％ ）。 回答者が担

任 して い る肢体不 自由児の 起因疾患 は 、 脳 損傷

群 16名 （うちCPI3 名）、非脳損傷群 8名 （骨形

成不全，二 分脊椎等）、疾患不明 7 名に分類で き

た 。 教科学習 に つ い て は CP 群 13名 と非脳損傷

群 8 名の 回答に つ い て 分析 を行 うこ と とした 。

　障害児の 指導経験 は 、 経験 な しが31名中15名

で あ っ た 。 経験 あ りと回答 した16名の 内訳 は、

通常学級で の 経験あ りが 8 名で あ り、以 下特殊

学級 が 4 名 、 通級指導が 2名、特殊学級と通常

学級 の 両方 で 経験 あ りが 2名で あ っ た 。
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Table 　1　 質問項 目

内容 項 目

教科学習

　全般

  成績は よ い 方だ と思 う．

  他の 教科に比 べ て極端に苦手な教科がある．

国語

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長 い 文章で は ，内容を読み取る こ とが 難し い こ とが よ くあ る．

漢字 の 書 き取 りで は，横 画や縦画 を省略 して しまうこ とが よ くあ る．

漢字の 書き取 りで ， 形は似 て い る が全 く違 う字を書 い て しまうこ とが

　 あ る．

みんなの 前 で 発表する こ とが得意である．

見 聞きした こ とや 自分の感情を文章で表現する こ とが 好きで ある．

群読 で は ， しば しば遅れが ちになる こ とがある ．

行をとば して音読して しまうこ とが よくある．

学年相応 の 漢字が読める，

話 し合 い の 場面 で は 友達 の 意見を よく聞 い て い る．

習字の学習で は介助が必要で ある．

算数

 

 

 

 

 

 

図形の 問題 で は，作図が苦手 で ある．

作 図を除 く， 図形 の 問題 は 得 意 で あ る．

表や グ ラ フ を使 っ た問題 で は時間がかか っ て しまっ た り， 解け なか っ た

　 りす る こ と が あ る．

筆算は得意である．

筆算を使わな くて も， 計算問題 は良 くで きる方で ある．

文章問題は得意で ある．

技能教科

 

 

 

体育の 参加に つ い て，特別 に 配慮 して い る点や気にな る点が ある．

図 工 や家庭科に つ い て，特別に 配慮 して い る 点 や 気 に なる点がある．

音楽に つ い て ， 特 別に配慮 して い る点や 気に な る 点があ る．

　（2）肢体不 自由児 の 移動手段 ； 障害の 状態を

把握す るた め に移動手段 に つ い て 質問 した 。 そ

の 結果、独歩12名 、 歩行器または ク ラ ッ チ 11名 、

車椅子 13名 、 電動車椅子 1 名で あ り、複数の 移

動手段 を用 い る者は 6名で あ っ た 。

　大阪府立堺養護学校 （2006）に よ る と、小 学

部 に在籍 する児童 57名の うち、46名 （81％ ）が

移動に つ い て 要全介助 で あ っ た 。 在籍する児童

の 障害が重度 ・重複化する実態の 一部 を示 して

お り、 他 の 肢体不 自由養護学校で も同様の 傾向

に ある と推定 される 。 これ に対 し 、 本研究で取

り上 げた通常学級に在籍す る 肢体不 自由児は、

大半は 自力移動が可能で あ り、肢体 不 自由養護

学校在籍児童 に比 べ て 下肢 の 障害の 程 度 は軽

く、 移動能力が高 い と考え られ る 。

　 （3）教科学習の 実態 ：学習全般の 成績に関す

る教 師の 評価 をFig ．1に 、極端に 苦手な教科の

有無 をFig．2 に示 した 。 「成績 は よ い 方だ と思 う」

に つ い て は 、CP群で は 「思わ ない 」 （全 回答の

46．2％ ）が 、非脳 損傷群で は 「思 う」 （全 回答

の 62．5％）が そ れ ぞ れ 高い 割合 を占めた 。 「他

の 教科 に比べ て極端に苦手な教科が ある」に つ

い て は、CP 群 で は 「ある 」 （53．8％ ）が 、非脳

損傷群 で は 「な い 」 （62．5％ ）がそれ ぞれ 高 い
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Fig．1　成績は よい 方だと思 う
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Fig2 　他の 教科 に比 べ て極端に苦手な教科が ある

割合で あ っ た。

　 こ の よ うな結果か ら、通常学級 で CP 児 を担

任す る教師 は 、 非脳損傷 タイプの 肢体不 自由児

を担任 する教師に比 べ て 、 教科学習 の 困 難 さを

指摘する傾向に ある こ とが示唆 され た 。 通常学

級に在籍す るCP 児 は、その 多 くが ク ラ ス で 下

位の 成績 にあ る こ とが 報告 され て い る （内藤，

1981；小川 ，
1974）が 、 非脳損傷 タイプ との比較

を試み た本研 究に お い て も、こ の こ とを支持す

る結果 とな っ た 。

　国語の 学習 に つ い て 、CP 群お よび 非脳損傷

群の 回答をそれぞれFig．3、　 Fig．4 に示した 。全

10項 目の うち  〜
  の 5 項 目で CP 群 の 担任教

師と非脳損傷群の 担任教師で回答傾向に違 い が

見 られ た 。   〜  に つ い て は、CP 群 の 担任教

師 と非脳損傷群の 担任教師 ともに似た 回答傾向

を示 した 。 通常学級 で CP 児 を担任す る教 師に

は 、 教科学習の 困難 さに対す る気づ きが あ る こ

とが 示 され た 。

　異 な る回 答傾 向 を示 した 5 項 目の うち 、  

「長 い 文章で は 内容 を読み取 るこ とが難 しい こ

とが よ くあ る」、  「漢字の 書 き取 りで は、横

画や 縦 画 を省略 して しま うこ とが よ くあ る」、

  「漢字の 書 き取 りで は 、形 は似 て い るが全 く

違 う字 を書 い て しまうこ とがあ る」の 3 項 目に

つ い て は 、 脳性 まひ児 の 視覚認知の 課題が 関与
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〉人
2

（
噌

ー

9

6

3

0

■ は い （ある）m どち らともい えない □ い い え （な い ）

　   　　 　  　 　　  　 　　   　 　　   　　 　 
長 い 文章 漢字の書 漢字の書 み ん なの 見聞 きし 群読で

で は，内 き取り で き取 りで 前 で発表 た こ とや は，しば

容を読 み は
， 横画 は

， 形 は す る こ と 自分 の感 しば遅 れ

取る こ と　や縦画 を 似て い る　が得意 で 情を文章 がちに な

が難 しい 省略して が全 く違 ある．　　 で表現 す る こ と が

こ と が よ 　し まうこ う字 を書 　 　　 　 る こ と が あ る．

くある．　 と が よ く　い て し ま　　　　　好 きであ

　　 　　 あ る．　　 う．　　　　　 　　 る．

　   　 　　  　 　　   　 　　  
行 をと ば 学年相応 話 し合 い 習字 の 学

して音読 の漢字が の 場面 で 習 で は介

して しま 読 め る ．
うこ とが

よ く あ

る ．

Fig．3　国語の 学習に つ い て （CP群）

は 友達 の 助が必要

意見 をよ　で あ る．
く聞 い て

い る．

）人

9
（

6

3

0

■ はい （あ る）m どちらともい えない □ い い え （な い ）

　   　　　  　　　  　　　  　　　  　　　 
長 い 文章 漢字 の書 漢字の 書 み んなの 見聞き し 群読で

で は，内　き取 り で　き取 り で 前 で発表 た こ とや は，しば

容を読 み　は ， 横画 は、形は する こ と　自分の 感　しば遅 れ

取 る こ と　や 縦画 を 似て い る　が 得意で 情を文章 がちに な

が難 しい 省略 して が 全 く違 あ る．　　 で 表現す　る こ とが

こ とがよ　しまうこ う字を書 　 　　 　 る こ とが ある．

くあ る，　 と が よ く　い て しま　　　　　好き で あ

　　 　　 あ る．　　 う．　　　　　　　 る．

　   　　　  　　　  　　　 
行をとば 学年相応 話 し合い 習字 の 学

して音読 の漢字が の 場面で 習で は介

して し ま 読 め る t
うこ とが

よ くあ

る．

Fig．4　国語 の 学習 に つ い て （非脳 損傷群）

は友達の 助が必要

意見 をよ　で あ る．
く聞 い て

い る．

して い る こ とが 考え られ る 。

　次 に、算 数の 学 習 に つ い て、CP群 お よび 非

脳損傷群の 回答をそれぞれ Fig．5 、　 Fig．　6に示 し

た 。 6 項 目全 て にお い て異 なる回答傾向が見 ら

れたが 、 特に   「図形の 問題で は作図が苦手で

あ る」、   「作 図を除 く、図形 の 問題 は得意で

あ る」、  「表や グ ラ フ を使 っ た問題で は時 間

が かか っ て しまっ た り、 解けなか っ た りする こ

とが ある」の 3項 目で 回答傾向の 違い が顕著に

見 られた 。

　  「図形 の 問題 で は作図が 苦手で ある」に つ

い て は定規 を用 い て 線 を引 い く、 コ ン パ ス を使

用す る な ど上 肢操作が大 きく関わ っ て くる 。 CP

が 上肢 に も機能障害 を有す者が多い の に対 し、
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（人）

108

6

42

0

■ は い （あ る）　 thど ち らと も い えな い 　 ロ い い え （ない ）

　　  
図形 の 問題 で

は，作図が苦

手で あ る．

　　  

作図を除 く，

図形の 問題は

得意であ る．

　　  
表や グラフ を

使 っ た問題 で

は時間がかか

っ て しまっ た

り，解 けなか

っ た り す る こ

とが ある．

　　  

筆算 は 得意 で

あ る．

Fig．5　算数の 学習 につ い て （CP 群 ）

　　  

筆算 を使わ な

く て も，計算

問題は良 くで

きる方である．

　　  

文章問題 は得

意であ る．

8

（人）

6

4

2

0

圏 は い （ある）　 田 どち らともい えない 　ロ い い え （な い 〉

　　  

図形の 問題で

は
， 作図が苦

手である．

　　  
作図 を除 く，
図形の 問題 は

得意である ．

　　  

表や グラ フ を

使 っ た問題 で

は時間がか か

っ て しま っ た

り
， 解 けな か

っ た りする こ

とが ある．

　　  
筆算 は得意 で

ある．

　　  

筆算を使わな

くても，計算

問題 は良 くで

きる方 である．

Fig．6　算数 の 学習につ い て （非脳損傷群）

　　  
文章問題 は得

意 で ある．

骨形成不全や二 分脊椎 な どの 非脳損傷タイ プは

基本的 に上肢の 機能障害は ない ため 、両群 に こ

の ような差が 見 られた と考え られ る 。   「作 図

を除 く、図形の 問題 は得意 で あ る」、   「表や

グ ラ フ を使 っ た 問題 で は時間が か か っ て しま っ

た り、解けなか っ た りする こ とがあ る」 の 2 項

目に つ い て は 、 どち らも視覚認知の 課題が 強 く

関与す る課題で ある と考え られ る 。

　  「筆算は得意で あ る」、  「筆算 を使わ な

くて も、計算問題は よ くで きる方で ある」の 2

項 目に つ い て は 、 非脳損傷群で は得意で ある と

指摘す る 回答 が多 か っ た一
方で 、CP 群で は ど

ち ら と もい えな い と の 回答 を示 す傾 向に あ っ

た 。

一192 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assooiation 　of 　Disability 　Soienoes 厂　Japan

通常学級 に 在籍する 脳性 まひ 児の 教科学習 の 困 難 さに 対 す る 教 師 の 気づ き

（人）

16

12

8

4

0

． あ る 國 どち らともい えな い ロ ない

　　　　  

体育の参加に つ い て，特

別に配慮 して い る点や気

に な る 点が あ る．

　　　　  

美術や技術家庭科に つ い

て，特別 に 配慮 して い る

点 や 気 に な る 点が ある ，

Fig．7 技 能教科 の 学習につ い て （CP群 ）

　　　　  

音楽に つ い て ，特別に配

慮 して い る点や気に な る

点 があ る．

（人）

10

8

6

4

2

0

■ ある 國 どちらともい えな い □ な い

　　　　  

体育 の 参加に っ い て ， 特

別に配慮 して い る点 や気

に なる点がある．

　　　　  

美術や技術家庭科に つ い

て ， 特別 に 配慮 して い る

点や気になる点が あ る．

　　　　  

音楽 に つ い て、特別 に配

慮 して い る 点 や 気 に なる

点があ る．

Fig．8 技能教科の 学習に つ い て （非脳損傷群）

　 CP 児 に つ い て は視覚認 知の 課題 とそ の こ と

に起因 する教科 学習の 困難 さが存在する こ とが

指摘 されて きた （例えば橋本 ，
1967；中司 ，

1967；

中司 ・小川 ・藤 田，1971）。 通常学級 に在籍する

CP 児に つ い て も、 こ の 例外 で は な い （小 川，

1974）。 本研究 にお い て も、 肢体不 自由児を担

当する通常学級教師は、非脳損傷 タ イプ の 肢体

不 自由児 と比 較 して 、 CP 児 に つ い て 、 国語 ・

算数にお け る視覚認知が 関与す る と考 えられる

項 目にお い て学習の 困難さ を指摘する こ とが多

か っ た 。

　次に 、技能教科の 学習 を取 り上 げる 。 参加の

困難 さや特別に配慮 し て い る 点が ある か ど うか

に つ い て CP 群の 結果をFig，7に 、非脳損傷群の

結果 をFig．8に示 した 。 体育に 関 して は 、 両群

ともに 「ある」の 割合が高か っ た 。 図工 や家庭

科 に関 し て は 、CP 群で は 「ある」の 割合が 高

い （69．2％ ）の に対 し、非脳 損傷群で は 「ある」

と 「な い 」の 割合は均衡 し て い た 。 音 楽に 関し

て は 、 CP 群で は 「ある 」と 「な い 」の 割合 が
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ほ ぼ 同 じ で あ っ た の に対 し、非脳 損傷群 で は

「ある」 の 割合が低か っ た （25．0％）。

　本研 究で 対象 とす る肢体不 自由児は 、CP群

お よび非脳損傷群 い ずれ も下肢の 機能障害は比

較的軽度で 、 移動能力の 高い 児童で あ っ た が 、

体育で はともに学習の 困難 さが指摘 された 。 こ

れ に 対 して 、 上肢機能が大 き く関与する と考え

られ る図工 や家庭科 、音楽 とい っ た教科で は、

算数における作図の課題 と同様に両群に差が 認

め られ た 。

　国語 ・算数の 学習にお い て 、 通常学級教 師は

視覚認知 が 関与す る と考え られ る項 目で の CP

児 の 教科学習の 困難さ に対する気づ きは見 られ

たが 、本研 究で はそ の 原因を何 に帰属 させ て い

るか に関 して は明 らか に で きない 。 通常学級教

師は 、 肢体不 自由児の 教科学習の 困難 さ を運動

障害 に 帰属 させ やす い （安 藤 ・山下 ， 1995） と

の 指摘が あ り、 視覚認知の 課題 に起因する と考

えられる 困難さを現象として 気づ き、把握した

として も、そ の 原 因を運動障害に帰属 させ て し

ま う可 能性 もある と考え られ る 。 気づ きを促す

と と もに、教科学習の 困難 さの 多様 な背景要因

の 理解を深め て い くこ とが必 要で あろ う。

皿　 研究 2

　 1　 目　 的

　養護学校か ら転出先の 通常学校 の 担任 に学習

の 困難 さに 対 する 情報提 供が 行 われ た CP 児 に

つ い て 、通常学級教師の 気づ きの 実態 を明 らか

にする 。

　 2　 方　法

　 （1）対象 ：医療機関に 隣接するA 養護学校に

短期間在籍した こ とが あり、現在は通常学級 に

在籍 す るCP 児 2 名に 関わ る 教 師 4 名。 内訳 は

通常学級担任教師 （teachers　of 　regular 　classroom ，

以下 T −R とす る） 2 名 （T −R1，　T−R2） と養護学

校在籍時の 担任教師 （teachers　of 　special 　school ，

以下T−S とする） 2 名 （T−Sl ，T −S2）。

　なお 、 T −Sは 視覚認知に関わ る理 論や それ に

基づ く教科指導の 実践 を行 っ て きた経験が豊富

で ある 。

　（2）CP児選定の 手続き ：A 養護学校支援部の

教師 2 名 、 障害児教育 を専攻する大学院生 3 名

で 対象 と なっ た CP児 2 名 を選定 した （Table　2）。

選定の 基準は以 下 の 通 りで ある 。

　  養護学校在籍時 に実施 したWISC 一皿 の 結果

や 学習場面の 観察か ら、視覚認知の課題 に起 因

する学習 の 困難さが想定で きる こ と 。

　  個別の 指導計画や ケ
ー

ス 会議資料か ら児童

の 学習の 様子が 把握で きる こ と。

　  養護学校在籍時の 担任 に対す る調査が可能

な こ と 。

　  短期在籍 した養護学校 から通常学級に転出

す る際 に 、 養護学校教師 に よ る引継 ぎとそ の 後

の 支援 に 関す る提案が行 われ たこ と。

　上記  及び  の 資料か ら、両事例 ともに視覚

認知の 課題 とそ の こ とに起因す る教科学習の 困

難さが あ る と判断され た 。

　 （3）方法 ：対象教 師 4名には 、 研究 1で用 い

た質問紙調査を実施 した 。 分析 にあた っ て は 、

研究 1 に お い て CP 群 に特徴的な 回答傾向を示

した 国語 3項 目 （  〜  ）、算数 3 項 目 （  〜

  ） の 計 6 項 目 に つ い て、T −R とT −Sの 結果 を

比 較検討 した （Table　3）。

　 3　結果と考察

　事例 1 に つ い て は、  「長 い 文章で は、内容

を読み取 る こ とが難 しい こ とが よ くある」を除

く項目で 回答が
一

致 して お り、 教科学習の 困難

さに対す る気づ きの 程度 におい て T−Rl とT −S1

の 問にほ とん ど差は認め られなか っ た 。

　事例 2 に つ い て は、国語の 全 て の 項 目、算数

で は  「図 形の 問題 で は 作図が苦 手 で あ る 」、

  「作図を除 く、 図形の 問題は得意で ある」 に

お い て T −R2 とT −S2 の 回答が
一

致 しな か っ た 。

特 に国語に つ い て は、T −S2 は 多 くの 項 目に つ

い て 困難が あ る と評価 し て い る もの の 、 T −R2

にはそ の よ うな気づ きは見 られ なか っ た 。 また、

T −R2 の 自由記 述 にお い て 「介助員 に任せ て い

ます」、「努力家なの で頑 張 っ て つ い て きて い ま

す」 とい っ た回答が得 られた 。

　 Table 　2 に示 した よ うに両 事例 とも通 常学級

へ の 転 出 に際 し、T −Sか らT −R に 引継 ぎ情報の
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Table 　2 　CP 児 の プ ロ フ ィ
ール

事例 1 事例 2

概要 小学 6 年男児．CP に よ る 両下肢 まひ．　　小学 6年男児．　 CP．

上肢
右利 き， コ ン パ ス な ど の 学習 用具 が 　 両手 に多少 まひが あるが ， 鉛筆 ， は

使 い に くい ．　　　　　　　　　　　 さみ は使え る．

下肢 車椅子使用 ， 両膝屈曲拘． 車椅子 （ウ ォ
ーカー

）使用．

視力 近視 （右 ；0．4，左 ：0．3），斜視． 記述 な し．

WISC・皿の 結果 と解釈

〈 結果 〉

　言語性 IQ77
， 動作性 IQ46

，

　全検査 IQ58 ．

　言語理解77， 知覚統合51，

　処理速度 61．
〈 結果の解釈〉

　動作性IQ と言語性IQ の 差は 5 ％水

　準で 有意 ．言 語理解
一

知覚 統合 ，

　言語理 解
一

処 理速 度 の 群指 数 間 に

　お い て 5％水準で 有意 差．

〈 結果 〉

　言語性 IQ85
， 動作性 IQ51

，

　全検査 IQ65．

　言語理解83，知覚統合 53、

〈結果の 解釈〉

　動作性IQ と 言語性 IQ の 差は 5％水

　準で 有意 ，言語 理解
一

知 覚統 合 の

　群指数間 に お い て 5％水準で 有 意差．

個別 の 指導計画 の 記述

計算問題に意欲的 に 取 り組め る 反面，

図形 問題 は非常 に厳 しい 様子 で 苦手

意 識 もあ る．分 数や小 数な ど で は大

小 の 比較が難 しい ．

資料な し．

ケース 会議資料 の 記述

資料な し． 「数 と計算」 「漢字 の 書 き取 り」 な ど
，

繰 り返 しに よ る もの は 努力 して い る ．

また ， 「授 業中 は ， 介助 員 に委せ きり

にな っ て しまう」，「介助 員 は 教 師 で

はな い の で ，短 絡 的 に 教 え て しま う

こ と もあ る」 とい っ た記述 が 見 られ た．

養護学校か ら の 支援

転出入 の 際 の 引継 を きっ か けに ，養

護学 校側 か ら継続 的 な支援が行わ れ

て い る．支援 内容 と して は視 知 覚の

困難さ に対応 する もの と して ， 拡 大

読書器等の 支援器具などが 貸 し出 さ

れ て い る．

転 出入 の 際に ，養 護学校 側 か ら認 知

的な課題 の 情報 の 提供を行 っ た．実

際 の 支援に つ い て は 通常学級教師側

か ら受け入れ を断 られた．

Table　3　CP児 の 学習困難に対 す る 教師の気づ き

事例 1 事例 2
項目

T −R1 T．S1 T−R2 T −S2

国

語

 

 

 

長 い 文章で は，内容を読み 取る こ とが難 しい

　 こ とがよ くあ る，

漢字 の 書 き取 りで は，横画や縦画を省略 して

　 しまうこ と が よ くあ る，

漢字 の 書 き取 りで
， 形 は 似 て い る が 全 く違 う

　字 を書 い て しまうこ とが ある．

X

O

O

○

○

○

△

△

△

○

○

○

算

数

 

 

 

図形 の 問題 で は ， 作図が苦手 で あ る．

作図を除く， 図形 の 問題は得意で ある，

表や グ ラ フ を使 っ た問題 で は時問がかか っ て

　 し ま っ た り，解けな か っ た りする こ とが あ る．

OX

O

○

×

○

△

○

○

XX

O

○ は い （ある），△ どち ら ともい えな い ，x い い え （ない ）
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Fig．9　気 づ きに 応 じた 支援方略 （案）

提供が行わ れた 。 事例 1 で はその 後継続 して支

援が行われた が 、 事例 2 で は通常学級教師か ら

支援は必要 ない とされた 。 その 結果、事例 1 に

お い て は 、T −R1 の 課題 へ の 気づ きが よ り鮮 明

とな り、 後の 支援要請、そ して 支援器具の 貸 し

出 し等に よ る継続的支援 へ と展 開され る こ と と

な っ た と推察さ れ る 。

一
方事例 2 で は 、 T −R2

とT −S2 の 学習 の 困難さに対する気づ きが
一

致

して い な い 。 また、ケ
ー

ス 会議資料で も 「「数

と計算 』『漢字の 書き取 り』な ど、繰 り返 しに

よる もの は努力して い る」と の 記述か ら 、 T −R2

は T −S2 か ら引 き継 ぎ情報 の 提供 を受けた が 、

当該児童の 視覚認知 に起 因す る教科学習の 困難

さに対する気づ きに は至 らなか っ た と考えられ

る 。

　安藤 ら （2006）は児童の教科学習の 困難さに

対する通常学級の 気づ きに は教 師間で 差が 見 ら

れ る こ とを指摘 して い る 。 本研 究の 対象 となっ

た事例 か ら、養護学校か ら の 引継 ぎ の 際に 情報

提供が行わ れ た だけの 場合 と、そ の 後継続 して

支援が行われた場合 とで は、通常学級教 師の教

科学習 の 困難 さへ の 気づ きやその 背景要因の 理

解に差異が 生 じ る こ とが示唆され た 。

N 　総合考察

　本研究 は、CP 児の 視覚認知 に起 因す る と考

え られる教科学習の 困難 さに対する通常学級教

師の 気づ きの 現状 と、気づ きを促すため の 方略

に関わる基礎資料を得る こ とを目的とした 。

　 そ の 結 果、通常学級 で CP 児 を担任 す る教師

は 、 非脳損傷 タイプ の 肢体不 自由児を担任す る

教師に比 べ 教科学習の 困難 を指摘 する 傾向が看

取で きた （研究 1 ）。特に 困難を指摘 した項 目

に つ い て は、視覚認知が 関わ る と思われ る項 目

が多か っ た 。

一方で 、研究 2 の 結果か らは教科

学習の 困難さ に対する教師の 気づ きに は個人差

が ある こ と も確 認 され た 。 す なわ ち 、 T −R2 の

よ うに養護学校教師か らの 客観的 な情報の 提供

の み で は、必 ず しも教科学習の 困難 さへ の 気づ

きが鮮明に は な らず、そ の 後の 継続的な支援要
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通常 学 級 に 在籍 する 脳性 まひ 児の 教科学 習 の 困 難 さに 対す る教師の 気づ き

請に つ なが らない 場合 もある こ とが明 らか とな

っ た 。

　 こ れ まで 、 通常学級教 師 は CP 児の 教科学習

の困難さを運動障害に 帰属 させ やすい との 指摘

が あ っ た （安藤 ・山下 ， 1995；内藤，1981）。 こ

れ は、実際の 肢体不 自由児に 対す る地域支援 の

要請内容が運動面に偏 り、認知面に つ い て は非

常 に少 な い 実情 （安藤 ・渡邉 ・
松本 ・任 ・小

山 ・丹野 ，
2007）か らも推 察で きる 。

　以上の こ とか ら、 今後の CP 児へ の 地域支援

を考える上 で は、通常学級教師へ の 気づ きを喚

起する と 同時 に 、 教科学 習の 困難 さと CP 児 の

視覚認知の 課題 とを結び つ けて い くた め の 情報

提供 が重要 で あ ろ う。 その ため に は、安 藤 ら

（2007）が地域支援の課題 として指摘 したCP 児

の 視覚認知の 課題や それ に起因する教科学習の

困難へ の理解を促す支援に とどまらず 、 Fig．9

に示す よ うな通常学級教師の 気づ きの 実態 に応

じた支援方略 を構築 して い く必要がある 。

註

1）2007年 4 月に改正学校教育法が施行 され、盲 ・

　聾 ・養護学校 は特別支援 学校 とな っ た 。 本稿 で

　は2006年 ll月に調査を実施 した こ とを踏 まえ、

　2006年度 まで は 盲 ・聾 ・養護学校、2007年度以

　降の 記述 は特別支援学校 と表記して い る 。

2 ）古川 （2004 ） に よ る と、肢体不 自由養護学校

　に お い て 「準ず る 教育課程 」に在籍す る児 童生

　徒は 1987年度に は 小学部16．4％ 、中学部 18．0％ で

　あ っ た の に 対 し、2001 年度 に は 小学部 9．9％ 、中

　学部12．1％ に減少 して い る 。

一
方で、「自立 活動

　（養 護 ・訓練 ） を主 とす る教育 課程」 に在籍す る

　児童生徒 は1987年度の 小学部29．6°
／o，中学部22．8％

　か ら2001年度 に は 小 学 部50．3％ 、中学部40．5％ に

　増加 して い る （古川，2004）。
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A  Research on  Teachers' Awareness on  Cerebral Palsied Pupils'

        Lear"ing Diff;culties in Regular Classrooms

Takao  ANDO',  Takahito TANNO',  Kanako  SASAKI'i,  Hironori  KIDO'*,

          AkihoTAMARU"  andAyanoYAMADA"'

 The  purpose ofthis  study  was  to clarify  teachers' awareness  on  learning difficulties for pupils with

cerebral  palsy (CP) in regular  classrooms,  The subjects  were  21 teachers  ofthe  elementary  schools  (13

with  CP, 8 without  brain iajury). The data ofCP  group and  without  non-brain-iniured  group were  ana-

lyzed (Study 1). It was  conducted  by case-study  method  for comprehending  teachers' awareness  of

cogriitive  characteristies  of  CP  (Study 2). From  the results  of  Study 1, it was  showed  that CP  group

was  more  aware  of  pupils' learning difficulties caused  by their cognitive  characteristics than non-

brain-iniured group. From the results  of  Study 2, it was  indicated handing information of  schools  for

disabled over  to teachers in regular  classrooms  had influence on  teachers' awareness  to learning dis-

abilities  ofpupils  with  CP. Frem  the results  efstudy  1 and  study  2, it was  discussed schools  fbr dis-

abled  were  needed  not  only  to present information to teachers in regular  classrooms  actively  but also to

consider  how  to support  them,

Key  Words: cerebral  palsy, teacher's awareness,  cognitive  characteristics
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